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後
志
管
内
寿
都
町
の
片
岡
春
雄
町
長
が
、
原
発

か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物（
核
の
ご
み
）

の
最
終
処
分
場
選
定
の
第
一
段
階
と
な
る
国
の
「
文

献
調
査
」
に
応
募
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、道
内
に
大
き
な
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。

正
式
に
手
を
上
げ
れ
ば
全
国
初
の
ケ
ー
ス
と
な
り
、

国
か
ら
最
大
二
〇
億
円
の
交
付
金
が
得
ら
れ
る
と

さ
れ
る
。
片
岡
町
長
は
厳
し
い
町
財
政
を
応
募
検

討
の
理
由
に
挙
げ
る
が
、
十
万
年
先
ま
で
課
題
を

残
す
核
の
ご
み
に
対
す
る
道
民
の
不
安
は
大
き
く
、

一
町
の
判
断
で
決
め
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
鈴

木
直
道
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
道
の
姿
勢
が
問
わ

れ
る
。

　
「（
文
献
調
査
に
）
協
力
す
る
こ
と
で
財
源
が
見

込
め
る
こ
と
が
一
つ
の
魅
力
」。
片
岡
町
長
は
文

献
調
査
の
応
募
を
検
討
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
こ

う
説
明
す
る
。
寿
都
町
の
今
年
三
月
末
現
在
の
人

口
は
二
八
九
三
人
で
、
一
九
八
〇
年
の
五
九
二
五

人
か
ら
半
減
。
基
幹
産
業
と
す
る
漁
業
も
、
海
洋

資
源
の
減
少
や
魚
価
安
な
ど
に
苦
し
む
。
文
献
調

査
で
得
ら
れ
る
交
付
金
二
〇
億
円
、
そ
の
後
の
調

査
で
最
大
七
〇
億
円
に
上
る
交
付
金
に
つ
い
て「（
町

民
の
）
合
意
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
突
っ
込

ん
で
話
を
し
て
い
く
価
値
が
あ
る
」
と
前
の
め
り

で
、
九
月
中
に
応
募
の
是
非
を
判
断
す
る
と
し
て

い
る
。

　

核
の
ご
み
は
当
初
段
階
で
、
人
間
が
近
く
に
二

〇
秒
間
い
る
と
死
に
至
る
ほ
ど
の
放
射
線
を
放
つ
。

処
分
場
は
、
こ
れ
を
地
下
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

の
深
さ
に
埋
め
（
地
層
処
分
）、
人
間
に
影
響
を

散 射 韻散 射 韻

終
処
分
場
を
「
受
け
入
れ
が
た
い
」
と
す
る
「
核

抜
き
条
例
」
を
持
ち
、「
食
」
と
「
観
光
」
を
基

幹
産
業
と
す
る
。
鈴
木
直
道
知
事
は
、
文
献
調
査

の
是
非
を
九
月
中
に
判
断
す
る
と
し
た
寿
都
町
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
「
十
万
年
に
わ
た
っ
て

影
響
が
で
る
か
も
し
れ
な
い
問
題
を
判
断
す
る
に

は
拙
速
だ
」
と
延
長
を
求
め
た
が
、
さ
ら
に
踏
み

込
ん
で
明
確
に
反
対
姿
勢
を
示
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

宗
谷
管
内
幌
延
町
は
一
九
八
〇
年
代
に
核
の
ご

み
の
貯
蔵
・
研
究
施
設
の
誘
致
を
表
明
。
全
道
を

巻
き
込
ん
だ
反
対
運
動
の
結
果
、
道
の
「
核
抜
き

条
例
」が
制
定
さ
れ
、幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

が
つ
く
ら
れ
た
。
幌
延
町
は
同
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

お
か
げ
で
国
か
ら
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を

受
け
、
セ
ン
タ
ー
関
係
者
が
人
口
の
一
割
を
占
め

る
。
町
の
基
幹
産
業
は
酪
農
だ
が
、
高
齢
化
な
ど

で
従
事
者
の
減
少
が
続
き
、
セ
ン
タ
ー
が
町
の
屋

台
骨
だ
。
セ
ン
タ
ー
の
研
究
期
間
は
二
八
年
度
ご

ろ
ま
で
延
長
さ
れ
た
が
、
研
究
終
了
後
の
閉
鎖
が

決
ま
っ
て
お
り
、
町
財
政
の
先
行
き
が
不
安
視
さ

れ
て
い
る
。

　

核
関
連
の
交
付
金
は
「
カ
ン
フ
ル
剤
」
だ
。
自

治
体
財
政
は
一
時
的
に
改
善
さ
れ
る
が
、
産
業
構

造
な
ど
の
地
域
課
題
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
、
そ

の
金
が
尽
き
れ
ば
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
。
寿
都
町

に
限
ら
ず
、
財
政
難
は
道
内
市
町
村
の
共
通
課
題

だ
。十
万
年
先
ま
で
禍
根
を
残
す
方
策
で
は
な
く
、

持
続
可
能
な
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

魚＞

与
え
な
い
レ
ベ
ル
に
下
が
る
ま
で
約
十
万
年
間
、

人
間
社
会
か
ら
隔
絶
す
る
た
め
の
も
の
だ
。
処
分

場
建
設
を
担
う
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
や
政
府
は
地
層
処
分
の
安
全
性
を
強
調

し
て
い
る
が
、「
地
震
大
国
の
日
本
で
安
全
に
処

分
で
き
る
場
所
は
な
い
」
と
す
る
地
質
学
者
も
い

る
。
日
本
学
術
会
議
は
二
〇
一
二
年
、
国
に
地
層

処
分
計
画
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
提
言
を
ま

と
め
て
い
る
。

　

後
志
管
内
の
市
町
村
が
「
周
辺
自
治
体
の
意
見

も
聞
い
て
」、「
安
全
性
な
ど
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
警
戒
す
る
の
も
当
然
だ
。
ニ
セ
コ
や
小

樽
な
ど
の
観
光
地
を
抱
え
、
農
水
産
業
が
盛
ん
な

地
域
で
、
誘
致
の
動
き
だ
け
で
も
風
評
被
害
を
受

け
る
恐
れ
も
あ
る
。
管
内
八
漁
協
な
ど
で
つ
く
る

小
樽
地
区
漁
協
組
合
長
会
は
応
募
に
反
対
し
、
片

岡
町
長
に
対
す
る
緊
急
の
抗
議
文
を
全
会
一
致
で

採
択
。
寿
都
町
民
も
「
突
然
で
び
っ
く
り
」「
し
っ

か
り
説
明
し
て
」
と
困
惑
す
る
。

　

片
岡
町
長
は
国
の
説
明
を
引
用
し
て
「
文
献
調

査
を
受
け
た
と
し
て
も
、
住
民
の
反
対
が
あ
れ
ば

次
の
調
査
は
行
わ
れ
な
い
」
と
述
べ
、
文
献
調
査

の
交
付
金
を
受
け
た
後
、
処
分
場
選
考
か
ら
手
を

下
ろ
す
考
え
を
言
外
に
臭
わ
せ
て
い
る
。し
か
し
、

国
が
二
〇
億
円
も
の
大
金
を
た
だ
で
出
す
は
ず
が

な
い
。「
全
国
最
初
の
処
分
場
候
補
地
」
と
し
て

大
事
に
扱
わ
れ
、
ほ
か
に
候
補
地
が
出
て
こ
な
け

れ
ば
、
寿
都
が
そ
の
ま
ま
建
設
予
定
地
と
な
る
恐

れ
も
あ
る
。

　

北
海
道
は
都
道
府
県
で
唯
一
、
核
の
ご
み
の
最

自治体財政と核のごみ


